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課題解決に期待される役割



新型コロナ禍からの回復

新しいライフスタイルの定着

原材料価格の高騰

ビジネス環境の変化

組織体制の変化

リスクの増大
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なぜ、今なのか
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食の信頼問題の顕在化（イメージ）
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神井（2016）より抜粋
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急激なビジネス環境の環境変化

食の信頼問題が起こりがち
コミュニケーションが円滑に行われず
社会的なコストが高まる

典型例として
ふるさと納税返礼品の表示の問題
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なぜ、FCP展示会・商談会シートなのか
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 出展者の「効率的な売り込み」と購入者の「効率の良い
発掘」を可能にする統一フォーマット

 商談の最初の5～10分に必要十分な食品の情報（商
品特徴、利用シーン・ターゲット等）と事業者の情報を
アピール

 両面１枚のコンパクトなシートで、商品と会社を強くア
ピールできます

 商品のエントリーシートとして、情報管理を行う場合にも
利用可能

 農林水産省の呼びかけで多くの食品事業者や関連事
業者が参画するFCPのツールとして作成

（農林水産省HPより抜粋）



生産者
食品メーカー

おいしいのはわかったけど、
ロットや品質管理の取組も
わからないと判断できない。 バイヤー

商品特性の何をバイヤーさんに伝え
れば良いかわからない・・・

知りたい情報のギャップ

展示会・商談会での課題

「ＦＣＰ展示会・商談会シート」開発の背景
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・・・
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フード・コミュニケーション・プロジェクトとは

食品事業者の意欲的な取組の活性化を通じて、
消費者の「食」に対する“信頼”を向上させるために、
農林水産省が、食品事業者や関連事業者と「協
働」で活動しているプロジェクト
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/fcp/

農林水産省 新事業・食品産業部 食品製造課原材料調達・品
質管理改善室に事務局があります

Food・Communication・Project（FCP）
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ＦＣＰで開発されて来たツールの例
FCPで過去に開発されたコミュニケーション・ツールの主な例。

「協働の着眼点」
 食品と食品事業者に対する信頼を高めるための食品事業者の行動のポイントを
体系的にまとめ，業種・業態を超えたFCPの共通言語として開発。

「FCP共通工場監査項目」
 工場、加工場の取組に対するチェック（監査），関係者のコミュニケーションを
効率的に行うために開発。

「FCPダイアログ・システム」
 消費者との双方向のコミュニケーションを効果的に行うための手引きとして開発。

「FCP展示会・商談会シート」
 主に展示会・商談会の場において、商品と取組について効果的に伝えるために
開発。
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協働の着眼点[業種横断版]

お客様に関するコミュニケーション取引先に関するコミュニケーション社内に関するコミュニケーション

緊急時に関するコミュニケーション

１ お客様を基点とする企業姿勢の明確化 ２ コンプライアンスの徹底

３
安全かつ適切な食品の提供
を す る た め の 体 制 整 備

４ 調 達 に お け る 取 組

５
製造における取組 【製造】

保管・流通における取組 【卸売】

調理・加工における取組【小売】

６ 販 売 に お け る 取 組

14
緊 急 時 を 想 定 し た
自 社 体 制 の 整 備

15
緊急時の自社と取引先と
の 協 力 体 制 の 整 備

16
緊急時のお客様とのコミュ
ニケーション体制の整備

７
持 続 性 の あ る 関 係 の
た め の 体 制 整 備

８ 取 引 先 と の 公 正 な 取 引

９
取 引 先 と の 情 報 共 有 、
「 協 働 」 の 取 組

10
お客様とのコミュニケー
ションのための体制整備

11
お 客 様 か ら の 情 報 の
収 集 、 管 理 及 び 対 応

12 お 客 様 へ の 情 報 提 供

13 食 育 の 推 進
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他と置き換えの出来ない事業者として!!

※FCP岩手ブランチの活動で、
元青森中央学院大学 塩谷未知先生が提唱

“見えている”のは
氷山の一角

ココロ（カルチャー）

シクミ（プロセス）

モノ（プロダクト）

見える化が
ビジネスチャンスを

生む
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みせる 展示会・商談会等
つなぐ 商談先、組織内等
ふりかえる 組織内、取引先
まなぶ     組織内、取引先、

    地域内等
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展示会・商談会シートに期待される役割



・・・
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モノ

ココロ

シクミ
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ふりかえる機会、まなぶ機会のイメージ
具体的な取組例：島根県庁 スモールビジネスセミナー



●ふるさと納税返礼品の表示適正化
他人事ではない、他山の石として
（農林水産省ご担当）
●円滑なコミュニケーションが重要
バイヤーの目から見てシートがどう機能しているか
（有馬さん）
●人材育成が必要、気づきからカイゼンの動きも
どのようなプログラムが展開されているか
（宇野さん）
●今後の課題解決のために
FCP展示会・商談会シートをフル活用
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FCPの原点の振り返り

共通言語の開発

業種・業態をこえた
コミュニケーション活性化

「協 働」
KAMII, Hiroyuki (2024) 19
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